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12
月
議
会
定
例
会　
開
催

会 

期　

令
和
２
年
12
月
4
日
〜
16
日
（
13
日
間
）

【
上
程
さ
れ
た
議
案
】

◇
議　

案　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
25
件

◇
追
加
議
案
（
議
案
・
決
議
）   

・
・
・
・
・
・
・
2
件

主
な
議
案

主
な
議
案

　

今
回
の
12
月
議
会
定
例
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
第
5
弾
を
含
む

補
正
予
算
、
更
に
は
う
き
は

市
の
今
後
5
年
間
の
指
針
を

示
す
「
第
2
次
う
き
は
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
と

「
第
2
期
う
き
は
市
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
戦
略
」
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
12
月
を
迎
え
、
収
ま

る
ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
そ
の

勢
力
は
発
達
し
、
第
3
次
感

染
拡
大
の
兆
候
を
し
め
し
て

い
ま
す
。
う
き
は
市
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
第
5
弾
を
含
む

補
正
予
算
に
対
し
、
各
議
員

か
ら
は
「
行
政
目
線
の
対
策

が
多
い
。
も
っ
と
市
民
生
活

に
直
結
す
る
よ
う
な
対
策
や

支
援
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
2
次
う
き
は
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に

関
し
て
は
、
市
政
を
担
う
重

要
な
計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

２
日
間
に
渡
り
熱
心
な
質
疑

応
答
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
次
う
き
は
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
は
、
大
き

く
４
つ
の
基
本
目
標
を
か
か

げ
、
計
画
の
実
現
を
図
る
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
計
画
も
、
行
政
だ
け

が
行
う
も
の
で
は
な
く
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
と
責
任
を
も
っ
て
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

で
き
る
基
盤
づ
く
り
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」を
同
時
に
進

め
る
こ
と
が
一
番
重
要
な
こ

と
で
す
。

　

各
議
員
か
ら
も
、「
計
画
実

現
の
た
め
に
は
、
行
政
と
市

民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

  

▼
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

  　

実
証
実
験
事
業

　

博
多
駅
か
ら
う
き
は
市
へ

の
直
行
バ
ス
を
運
行
す
る
こ

と
に
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
新
し
い
旅
行
ス
タ
イ
ル
を

提
供
す
る
も
の
で
す
。

予
算
額
：
３
０
０
万
円

  

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

  　

検
査
高
齢
者
等
助
成
事
業

　

感
染
拡
大
や
重
症
者
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
高
齢
者

等
が
本
人
の
希
望
に
よ
り
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
う
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

国
補
助　
　
　
　
　

1
万
円

う
き
は
市
補
助　
　

1
万
円

自
己
負
担　
　

７
９
７
３
円

予
算
額
：
１
２
５
９
万
円

  

▼
学
童
保
育
所
改
築
工
事

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に

沿
っ
た
学
童
保
育
を
行
う
た

め
施
設
の
建
築
・
改
築
を
行

い
ま
す
。

江
南
学
童
保
育
所

予
算
額
：
４
２
７
１
万
円

御
幸
学
童
保
育
所

予
算
額
：
１
８
５
４
万
円

  

▼
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時

  　
特
別
給
付
金（
再
支
給
分
）

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
生
活

実
態
に
あ
る
ひ
と
り
親
世
帯

に
、
年
末
年
始
に
向
け
追
加

給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

予
算
額
：
２
０
３
７
万
円

【上程された議案】　   ◇議　案・・・・・・・・・・・・・6件
11 月臨時会　開催　　会 期　令和２年 11月 27日

　

臨
時
会
は
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
特
別
職
の
給
与
、
議

員
報
酬
及
び
う
き
は
市
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
、
並
び
に
職
員
の
交

通
事
故
に
関
す
る
報
告
と
そ

れ
に
伴
う
市
長
の
専
決
処
分

の
承
認
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
に
関
し
て
は
各

議
員
か
ら
、
再
発
防
止
に
対

す
る
職
員
へ
の
指
導
や
研
修

の
徹
底
な
ど
、
厳
し
い
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

  

条
例
改
正
の
内
容
（
４
件
）

　

い
ず
れ
の
条
例
改
正
も
人

事
院
勧
告
に
よ
る
も
の
で
あ

り
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
う
き
は
市
議
会
議
員
並

　

び
に
特
別
職
の
職
員
の
給

　

与
、
正
規
職
員
の
給
与
等

　

に
つ
い
て
、
期
末
手
当
を

　

０
．０
５
月
分
引
き
下
げ
る

　

条
例
改
正
で
す
。

二
、
う
き
は
市
職
員
の
給
与

　

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
、

　

う
き
は
市
会
計
年
度
任
用

　

職
員
の
給
与
等
条
例
の
一

　

部
改
正
で
す
。

  

専
決
処
分
の
承
認
（
２
件
）

　

う
き
は
市
民
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
に
お
け
る
事
故
と
、
う

き
は
市
役
所
北
側
駐
車
場
内

で
の
事
故
処
理
に
関
す
る
専

決
処
分
の
承
認
で
し
た
。

　

う
き
は
市
役
所
北
側
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
通
路
の
両

サ
イ
ド
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
も

事
故
が
起
き
て
お
り
、
改
良

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
し

か
し
、「
市
民
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
確
保
等
の
関
係
も
あ
り
、

当
面
看
板
等
に
よ
り
安
全
対

策
に
努
め
ま
す
。」と
い
う
こ

と
で
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
す
る

補
正
予
算     （
第
５
弾
）浮羽地域検査センター

市役所北側駐車場

江南学童保育所

11
月
臨
時
会

12
月
議
会
定
例
会
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▼
筑
後
川
温
泉

  
　
温
泉
街
道
整
備
工
事

　

宿
泊
客
が
激
減
し
て
い
る

筑
後
川
温
泉
街
を
支
援
す
る

た
め
、
温
泉
街
の
道
路
を
カ

ラ
ー
舗
装
す
る
も
の
で
す
。

予
算
額
：
６
０
０
０
万
円

【
議
会
か
ら
の
附
帯
事
項
】

一
、
筑
後
川
温
泉
組
合
は
、　

　

筑
後
川
温
泉
の
景
観
や
風

　

情
を
含
め
た
将
来
の
ビ
ジ

　

ョ
ン
を
示
し
、
市
と
連
携

　

し
実
現
す
る
よ
う
努
め
る

　

こ
と
。

二
、
筑
後
川
温
泉
旅
館
組
合

　

は
、
地
元
地
域
と
の
協
力

　

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

　

以
上
の
こ
と
を
、
温
泉
街

道
の
整
備
工
事
を
行
う
予
算

の
執
行
に
対
し
、
附
帯
決
議

し
ま
し
た
。

  【
そ
の
他
の
コ
ロ
ナ
対
策
】

▼
デ
ジ
タ
ル
申
請
シ
ス
テ
ム
・

　

デ
ジ
タ
ル
待
合
シ
ス
テ
ム

　

構
築

予
算
額
：
１
７
０
５
万
円

▼
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
化
事

　

業
（
県
補
助
）

予
算
額
：
２
３
６
７
万
円

▼
花
き
等
生
産
安
定
緊
急
支

　

援
事
業
（
県
補
助
）

予
算
額
：
２
１
７
３
万
円

▼
そ
の
他
、西
別
館
・
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ

　

レ
改
修
工
事
、
避
難
所
間

　

仕
切
り
シ
ス
テ
ム
、
う
き

　

は
ア
リ
ー
ナ
ト
レ
ー
ニ
ン

　

グ
マ
シ
ン
整
備
等
が
コ
ロ

　

ナ
対
策
と
し
て
行
わ
れ
ま

　

す
。

予
算
額
：
５
９
９
２
万
円

  

■
主
な
補
正
予
算

▼
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

予
算
額
：
５
４
１
２
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額

が
、
約
１
億
円
増
額
に
な
る

見
込
み
に
よ
る
返
礼
品
等
の

増
額
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
農
業
機
械
・
施
設
災
害
復

　

旧
支
援
事
業

予
算
額
：
１
億
３
４
７
６
万
円

　

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
災

害
、
９
月
の
台
風
に
よ
り
被

災
し
た
農
業
施
設
、
機
械
等

の
修
繕
、
再
取
得
に
係
る
費

用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
障
害
者
自
立
支
援
対
策
事
業

予
算
額
：
６
４
９
８
万
円

　

障
が
い
者
の
就
労
支
援
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

た
め
、
障
害
児
通
所
支
援
給

付
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

▼
県
営
土
地
改
良
事
業

予
算
額
：
８
０
０
万
円

　

市
内
の
「
た
め
池
」
を
調

査
し
、
耐
震
化
整
備
計
画
を

策
定
す
る
委
託
料
で
す
。

▼
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
中
止
や
人

事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の

減
額
補
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。   

■
そ
の
他
の
主
な
議
案

▽
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　

に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
し
い

農
業
委
員
会
委
員
16
名
の
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
令
和
３
年
３
月
20
日

　
　

〜
令
和
６
年
３
月
19
日

▽
第
２
次
う
き
は
市
総
合
計

　

画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

　

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和

８
年
３
月
ま
で
の
、
５
ヶ
年

間
の
う
き
は
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
を
可
決
し
ま
し

た
。

▽
第
２
期
う
き
は
市
ル
ネ
ッ

　

サ
ン
ス
戦
略
の
策
定
に
つ

　

い
て

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
地
方
創
生
の
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
3
年
度
か
ら

５
ヶ
年
間
の
戦
略
を
一
部
修

正
す
る
こ
と
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
先
の
う
き
は
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
と

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
戦
略
を
も
と

に
、
市
政
の
様
々
な
事
業
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▽
う
き
は
市
の
施
設
の
指
定

　

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
末
で
契
約
満

了
に
な
る
次
の
施
設
に
つ
い

て
、
新
た
に
指
定
管
理
者
を

選
定
し
ま
し
た
。

 

・
う
き
は
市
納
骨
堂

 

・
う
き
は
市
簡
易
給
水
施
設

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

・
う
き
は
市
総
合
交
流
タ
ー 

　

ミ
ナ
ル（
道
の
駅
う
き
は
）

 

・
う
き
は
市
つ
づ
ら
棚
田
交

　

流
セ
ン
タ
ー

 

・
う
き
は
市
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー

 

・
う
き
は
市
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

　

タ
ー

 
・
鏡
田
屋
敷
（
新
規
指
定
）

  

■
主
な
条
例
の
改
正
・
廃
止

▽
う
き
は
市
防
災
会
議
設
置

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

う
き
は
市
防
災
会
議
の
委

員
の
内
、「
う
き
は
市
消
防
団

正
副
団
長
、
消
防
委
員
長
及

び
浮
羽
消
防
署
長
」を
、「
消

防
長
及
び
消
防
団
長
」
に
改

め
ま
す
。

▽
う
き
は
市
吉
井
教
育
会
館

　

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

　

福
祉
事
務
所
所
管
の
吉
井

学
童
保
育
所
へ
移
管
す
る
た

め
、
う
き
は
市
吉
井
教
育
会

館
条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

▽
そ
の
他
の

　

条
例
改
正
・
・
・
・
4
件

温泉街道路整備イメージ

つづら棚田交流センター

吉井教育会館

トレーニングジム

11月臨時会・12月議会定例会



上
野
　
長
野
隈
上
川
改
修
工

事
と
同
時
に
橋
の
架
け
替
え

や
サ
イ
ホ
ン
工
事
も
行
わ
れ

て
い
る
。
全
国
で
も
珍
し
い

二
度
と
見
れ
な
い
掘
削
工
事

と
聞
く
が
小
中
高
生
に
現
場

見
学
は
で
き
な
い
か
。
歴
史

を
知
る
上
で
大
切
と
思
う
が
。

市
長
　
本
工
事
の
よ
う
な
断

面
の
大
き
い
管
工
事
で
、
推

進
工
法
が
採
用
さ
れ
る
事
は

事
例
が
少
な
い
。
こ
の
機
会

に
小
・
中
学
生
を
は
じ
め
多

く
の
人
に
見
学
い
た
だ
け
る

よ
う
国
交
省
河
川
事
務
所
と

協
議
す
る
。

上
野
　
サ
イ
ホ
ン
管
内
に
川

土
が
入
り
や
す
い
の
で
、
佐

賀
の
石
井
樋
公
園
の
象
の
鼻

方
式
を
用
い
川
土
を
取
り
除

く
方
法
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

市
長
　
長
野
サ
イ
ホ
ン
に
お

い
て
象
の
鼻
形
状
の
設
計
が

さ
れ
て
お
り
、
近
代
土
木
技

術
と
過
去
の
偉
人
の
考
え
を

融
合
さ
せ
た
工
法
で
施
工
実

施
し
て
い
る
。

上
野
　
完
成
後
大
石
堰
や
サ

イ
ホ
ン
を
紹
介
す
る
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
室
の
設
置
は
。

市
長
　
工
事
記
録
や
見
学
ス

ペ
ー
ス
等
の
設
置
は
協
議
す

る
。

上
野
　
架
け
替
え
橋
を
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
朱
塗
橋
に
し

て
は
。

市
長
　
五
庄
屋
の
歴
史
と
深

く
関
わ
る
長
野
橋
が
あ
り
県

と
も
協
議
を
行
う
。

　
来
庁
者
の
乳
幼
児
対
応

上
野
　
１
階
の
ロ
ビ
ー
旧
喫

煙
室
を
オ
ム
ツ
替
え
や
授
乳

室
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長
　
転
用
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
に
つ
い
て

・
河
川
増
水
時
の
避
難
信
号

　
に
つ
い
て

上野 恭子議員
うえの　きょうこ
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長
野
サ
イ
ホ
ン
掘
削
と
推
進
管

　
　
　
　
　
布
設
施
工
の
見
学
は

将
来
の
土
木
技
術
者
育
成
に
繋
が
り
、重
要
で
す
（
市
長
）

近代土木技術と偉人の考えを融合
よみがえるサイホン

市政を問う！
令和２年 12月定例議会

　うきは市のさまざまな課題や計画などについて、一問一答式で質疑を行いました。



櫛川 正男議員
くしかわ　 まさお

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
計
画
策
定
せ
よ

計
画
等
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
（
市
長
）

公
費
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

岩淵 和明議員
いわぶち　かずあき

常
に
感
染
予
防
が
重
要
（
市
長
）

櫛
川　

国
連
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と

し
て
17
項
目
の
目
標
を
示
し

て
い
る
。

　

う
き
は
市
も
17
項
目
の
推

進
計
画
を
立
て
、
一
人
も
置

き
去
り
に
し
な
い
政
策
を
打

つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
。

　

４
年
後
の
財
政
力
指
数
の

　

目
標
は

櫛
川　

財
政
力
指
数
¬
１
」

に
近
づ
け
る
方
策
は
あ
る
の

か
。

市
長　

地
場
産
業
の
振
興
を

図
り
、
創
業
者
を
増
や
し
、

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、

地
域
経
済
循
環
率
を
高
め
、

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
、

若
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を

構
築
し
、
活
気
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て

櫛
川　

小
石
原
川
ダ
ム
が
来

年
度
供
用
開
始
に
な
る
が
、

う
き
は
市
の
上
水
道
事
業
計

画
書
は
い
つ
頃
策
定
す
る
の

岩
淵　

高
齢
者
介
護
施
設
を

利
用
す
る
方
へ
の
公
費
に
よ

る
定
期
的
な
検
査
を
求
め
る
。

市
長　

検
査
は
、
検
査
当
日

の
感
染
状
況
の
結
果
な
の
で

陰
性
で
あ
っ
て
も
感
染
予
防

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
基

本
的
な
感
染
予
防
に
常
に
取

り
組
み
が
重
要
と
考
え
る
。

　

５
月
か
ら
浮
羽
医
師
会
に

よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ

れ
、
11
月
か
ら
日
祝
を
除
き

毎
日
行
え
る
体
制
が
整
い
、

１
月
か
ら
国
の
補
助
で
65
歳

以
上
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る

方
は
、
本
人
の
申
請
（
自
己

負
担
約
７
９
７
３
円
）
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
。

岩
淵　

社
会
福
祉
事
業
者

（
介
護
・
保
育
・
学
童
・
障

が
い
者
施
設
等
従
事
者
）
へ

公
費
支
援
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
実
施
を
求
め
る
。

市
長　

12
月
福
岡
県
議
会
で

高
齢
者
施
設
及
び
障
が
い
者

施
設
の
職
員
に
対
し
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
実
施
の
予
算
が
可
決
さ

れ
、
市
内
施
設
に
つ
い
て
は
、

県
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

岩
淵　

介
護
保
険
料
の
減
免

制
度
を
国
民
健
康
保
険
税
と

同
様
に
作
る
べ
き
で
は
。

市
長　

介
護
保
険
制
度
の
持

続
性
を
高
め
、
保
険
料
を
で

き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
所
得

や
資
産
の
あ
る
方
の
負
担
を

い
た
だ
く
こ
と
で
話
が
進
ん

で
い
る
が
、
広
域
連
合
に
介

護
給
付
費
準
備
基
金
が
有
る

の
で
活
用
を
図
る
べ
き
と
の

意
見
を
出
し
て
い
る
。
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小石原川ダム堤体から上流方向

PCR 検査

か
。

市
長　

水
道
事
業
運
営
基
盤

強
化
推
進
事
業
の
国
庫
補
助

を
受
け
る
た
め
に
は
、
令
和

11
年
度
か
ら
施
設
整
備
を
開

始
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
逆
算
す
る
と
令

和
７
年
度
頃
に
、
上
水
道
の

基
本
計
画
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
。

介護制度は令和 3年４月改正です

一 般 質 問



竹
永　

台
風
10
号
で
は
６
３

０
人
以
上
の
人
が
避
難
し
た

が
、
避
難
所
運
営
は
大
丈
夫

か
。

市
長　

７
月
豪
雨
で
は
市
内

各
地
で
被
害
が
出
た
。
本
年

度
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
台
風

当
日
急
き
ょ
避
難
所
や
対
応

す
る
職
員
を
増
や
し
た
。
今

後
は
各
自
治
協
議
会
に
も
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

竹
永　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
は

「
２
密
（
密
集
、密
接
）」
状
態
。

２
密
を
な
く
す「
20
人
学
級
」

は
考
え
な
い
の
か
。

　

５
年
前
の
『
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
計
画
』
に
も
あ
る
が
。

教
育
長　

財
政
的
に
難
し
い
。

国
の
動
き
を
注
視
す
る
。

　　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
破
棄
問
題

竹
永　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
破
棄

の
原
因
と
責
任
、
今
後
の
方

針
は
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
の
指

導
不
足
と
管
理
者
（
退
職
校

長
２
人
）
の
認
識
不
足
。
校

長
会
で
取
り
扱
い
を
指
導
し

た
。

竹
永　

タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
毎

月
集
約
し
て
見
て
い
る
の
か
。

教
育
長
は
超
過
勤
務
の
実
態

を
毎
月
の
校
長
会
や
教
育
委

員
会
で
論
議
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

今
後
、
毎
月
集
約

し
て
目
を
通
す
。
教
育
委
員

会
で
は
年
２
回
話
し
、
校
長

会
で
は
適
宜
話
し
て
い
る
。

竹
永　

学
校
設
置
者
市
長
の

責
任
は
。

市
長　

超
勤
週
45
時
間
、
年

間
３
６
０
時
間
を
守
る
こ
と

は
我
々
行
政
職
員
に
も
同
じ

よ
う
な
こ
と
。
先
生
方
の
勤

務
形
態
は
論
議
す
べ
き
問
題
。

江
藤　

髙
木
市
長
が
め
ざ
す

今
期
４
年
の
具
現
的
な
重
点

政
策
は
。

市
長　

次
の
項
目
（
コ
ロ
ナ

対
策
を
除
く
）

①
安
全
・
安
心
な
防
災
・
減

　

災
対
策
。

②
若
者
の
雇
用
、
妊
娠
、
出

　

産
と
子
育
て
支
援
な
ど
若

　

年
層
の
人
口
減
少
対
策
。

③
農
林
業
、
商
工
業
振
興
に

　

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
。

④
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
適
応

　

し
た
ス
マ
ー
ト
自
治
体
を

　

め
ざ
す
。

⑤
縮
小
社
会
に
対
応
し
た
、　

　

身
の
丈
に
合
っ
た
行
財
政

　

の
運
営
。

　

農
業
振
興
政
策　

江
藤　

５
年
前
に
農
業
の
基

本
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
大
豆

や
野
菜
等
の
戦
略
作
物
の
団

地
化
政
策
、
そ
の
動
き
は
全

く
な
い
の
か
。

市
長　

農
地
を
集
積
・
集
約

し
た
団
地
化
や
議
員
が
指
摘

し
て
い
る
営
農
法
人
の
統
廃

合
等
に
つ
い
て
は
、
て
こ
ず

っ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化

江
藤　

職
員
は
、
目
先
の
仕

事
に
追
わ
れ
本
来
や
る
べ
き

政
策
が
実
現
で
き
な
い
環
境

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

重
点
施
策
と
し
て
、

何
よ
り
も
組
織
体
制
を
図
り

な
が
ら
、
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

７
月
豪
雨
、台
風
10
号
時
の
避
難
所

　
　  

設
営
と
防
災
計
画
見
直
し
は

想
定
を
上
回
る
避
難
者
と
な
り

　
　
　
　
　
　
追
加
開
設
し
、
計
画
を
見
直
し
た
（
市
長
）

竹永 茂美議員
たけなが　しげみ

江藤 芳光議員
えとう　よしみつ
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こ
れ
か
ら
４
年
間

　
う
き
は
市
を
ど
う
導
く
の
か

当
面
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
を
最
優
先
（
市
長
）

急速に進む「スマート農業」に向け、果樹を含めた
団地化を図り、テロワールを活かしたうきは農業の
振興政策が急がれている（浮羽町沖出圃場）

避難所が開設された御幸コミュニティセンター



佐藤 湛陽議員
さとう　 たんよう

保
育
園
等
に
対
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

感
染
管
理
認
定
看
護
師
に
よ
る

　
　
　
　
　
園
ご
と
の
巡
回
指
導
を
行
っ
て
い
る
（
市
長
）

野鶴 　修議員
のづる　　　おさむ

可
能
な
限
り
、
県
の
制
度
を
超
え
て

　
　
　
　
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
市
長
）

佐
藤　

児
童
福
祉
法
第
二
十

四
条
に
市
町
村
に
保
育
の
実

施
責
任
が
義
務
付
け
て
あ
る

が
、
問
題
は
な
い
の
か
。

市
長　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
公

立
保
育
園
で
は
老
朽
化
し
て

い
る
所
も
あ
る
の
で
必
要
に

応
じ
て
改
修
工
事
を
行
い
適

切
な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
保
護
者
の

希
望
を
尊
重
し
な
が
ら
、
施

設
ご
と
の
保
育
面
積
、
保
育

士
数
に
応
じ
て
入
所
児
童
の

利
用
調
整
を
行
い
入
所
決
定

を
し
て
い
る
。
特
別
な
事
情

の
あ
る
家
庭
の
児
童
の
利
用

に
つ
い
て
は
適
切
に
対
応
し

て
い
る
。

佐
藤　

保
育
士
は
子
供
た
ち

と
接
す
る
保
育
以
外
の
時
間

に
２
時
間
程
度
要
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
保
育
士
が
足
り
て

い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

保
育
以
外
の
仕
事
の
例
と
し

て
、
保
育
実
践
の
記
録
及
び

ま
と
め
、
保
育
計
画
の
作
成

保
育
の
準
備
、
保
護
者
へ
の

連
絡
、
ク
ラ
ス
だ
よ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
等
が
あ
る
。

市
長
　
保
育
士
に
つ
い
て
は

基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

佐
藤　

現
場
で
働
い
て
い
る

保
育
士
の
意
見
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

福
祉
事
務
所
長   

一
人
ひ
と

り
の
意
見
が
一
番
重
要
と
思

う
の
で
今
後
も
改
善
に
努
め

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
廃
校
に
な
っ
た
跡
地
に
つ

　

い
て

・
市
長
の
３
期
目
の
就
任
の

　

挨
拶
に
つ
い
て

野
鶴　

子
ど
も
医
療
費
に
つ

い
て
、
３
歳
以
上
未
就
学
児

童
の
医
療
費
は
福
岡
県
内
60

の
市
町
村
で
も
34
の
市
町
村

で
は
す
で
に
完
全
無
料
化
に

な
っ
て
い
る
。
う
き
は
市
で

は
通
院
費
の
自
己
負
担
６
０

０
円
が
あ
る
。
こ
れ
を
完
全

無
料
化
に
し
て
欲
し
い
。

市
長
　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
た
だ
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
が
全
て
で
は
な

い
。
う
き
は
市
で
は
、
妊
婦

歯
科
検
診
、
産
婦
健
康
診
査
、

新
生
児
聴
覚
検
査
な
ど
、
他

の
自
治
体
に
は
な
い
独
自
の

助
成
制
度
を
行
っ
て
い
る
。

野
鶴　

う
き
は
市
は
、
総
合

病
院
も
な
く
医
療
に
関
し
て

は
不
便
な
ま
ち
で
あ
る
。
せ

め
て
、
医
療
費
に
つ
い
て
は

無
料
化
を
行
っ
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。

　

３
歳
以
上
就
学
前
児
童
の

医
療
費
無
料
化
を
行
っ
た
場

合
、
年
間
約
５
３
０
万
円
、

高
校
生
の
通
院
医
療
費
の
助

成
で
年
間
約
１
０
０
０
万
円

が
必
要
と
な
る
が
、
両
方
合

わ
せ
て
も
年
間
１
５
０
０
万

円
〜
２
０
０
０
万
円
程
度
で

あ
る
。
こ
れ
で
、
他
の
自
治

体
よ
り
も
進
ん
だ
子
育
て
支

援
が
行
え
る
。

市
長
　
市
長
公
室
長
を
ト
ッ

プ
に
子
育
て
少
子
化
対
策
に

係
る
関
係
者
協
議
を
断
続
的

に
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
今
回
の
指
摘
の
こ
と
に

つ
い
て
も
議
論
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

野
鶴　

ま
ず
は
、
３
歳
以
上

就
学
前
児
童
の
医
療
費
無
料

化
だ
け
で
も
、
他
の
市
町
村

と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
た
め
、

是
非
実
現
し
て
欲
し
い
。
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若
者
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

（
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
・
助
成
に
向
け
て
）

乳幼児健診

園児の手洗い　しっかりきれいに



総
合
計
画
は
、
緊
急
・
重
点
課
題
に

取
り
組
む
べ
き
で
は

総
花
主
義
な
た
め
、
今
後
計
画
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
り
方
も
検
討
す
る
（
市
長
）

組坂 公明議員
くみさか　きみあき

熊懐 和明議員
くまだき　かずあき

8
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　令和 3年 2月 1日発行

高
齢
者
の
見
守
り
は
、
市
の
早
急
な

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か

「
我
が
事
・
丸
ご
と
事
業
」
を
進
め

　
　
　
　
　
地
域
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
る
（
市
長
）

組
坂
　
第
２
次
う
き
は
市
総

合
計
画
は
、
公
共
計
画
な
の

か
、
行
政
計
画
な
の
か
。

市
長　

自
治
体
の
行
政
運
営

の
目
標
や
方
向
性
を
定
め
る

行
政
計
画
で
あ
る
。

組
坂
　
各
分
野
の
計
画
書
に

よ
る
緊
急
性
・
重
点
性
の
課

題
解
決
に
向
け
た
総
合
計
画

を
作
る
べ
き
で
は
。

市
長　

総
花
主
義
に
陥
っ
て

い
る
こ
と
も
感
じ
て
お
り
、

上
位
計
画
足
る
内
容
に
な
る

よ
う
、
計
画
の
在
り
方
も
考

え
て
い
く
。

組
坂
　
総
合
計
画
実
現
に
向

け
て
必
要
な
こ
と
は
何
か
。

市
長　

行
政
だ
け
で
な
く
、

市
民
、企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域

を
構
成
す
る
各
主
体
が
協
力

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
基
本
構
想
、
将
来

像
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

　
制
度
化
に
つ
い
て

組
坂
　
総
合
計
画
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
期
間
が

２
週
間
だ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

企
画
財
政
課
長　

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
策
定
の
ス
タ
ー
ト
が

遅
れ
期
間
的
に
厳
し
い
部
分

が
あ
っ
た
。

組
坂
　
多
く
の
市
民
の
意
見

を
反
映
す
る
よ
う
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
制
度
化
す
べ

き
で
は
。

市
長　

う
き
は
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
趣
旨

に
の
っ
と
り
実
施
し
て
い
る
。

制
度
化
は
、
近
隣
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

熊
懐
　
今
ま
で
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
た
方
が
、
孤

独
死
を
す
る
事
は
問
題
で
は

な
い
か
。

保
健
課
長
　
近
所
づ
き
あ
い

が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
の

で
、
昔
み
た
い
な
感
じ
で
ち

ょ
っ
と
し
た
異
変
に
も
皆
さ

ん
が
気
づ
い
て
い
た
だ
い
て
、

日
頃
か
ら
声
か
け
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
、
ま
ち
に

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

　
支
え
合
い
制
度
に
つ
い
て

熊
懐
　
自
分
で
判
断
で
き
る

内
に
、
信
頼
で
き
る
親
戚
・

友
人
な
ど
に
相
談
し
て
お
く

任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長
　
本
人
が
任
意
後
見
人

を
決
め
、
公
正
証
書
で
契
約

を
し
、
自
分
の
生
活
や
財
産

の
管
理
に
関
す
る
事
務
に
関

し
て
代
理
権
を
与
え
て
お
く

も
の
で
あ
る
。

熊
懐
　
要
望
だ
が
、
地
域
を

一
緒
に
巻
き
込
ん
だ
高
齢
者

の
見
守
り
に
力
を
入
れ
る
事

に
よ
り
、大
事
な
資
産
管
理
、

又
は
墓
じ
ま
い
等
を
元
気
な

内
に
考
え
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
が
空
地
、

空
家
等
の
減
少
に
繋
が
る
。

早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
森
林
認
証
に
つ
い
て

弁当配達をかねた見守り事業
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新型コロナウイルス感染症に対する予防対策
知っておくべき感染リスクが高まる「５つの場面」

場面① 飲酒を伴う懇親会等
● 飲酒の影響で気分が高揚すると同時に注意力
　 が低下する。
　 また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。
● 特に敷居などで区切られている狭い空間に、
　 長時間、大人数が滞在すると、
　 感染リスクが高まる。
● また、回し飲みや
　 箸などの共用が
　 感染のリスクを
　 高める。

場面②

● 長時間におよぶ飲食、接待を伴う飲食、深夜
　 のはしご酒では、短時間の食事に比べて、感
　 染リスクが高まる。
● 大人数、例えば５人以上の飲食では、大声に
　 なり飛沫が飛びやすくなるため、感染リスク
　 が高まる。

大人数や長時間に
およぶ飲食

場面③ マスクなしでの会話
● マスクなしに近距離で会話をすることで、飛
　 沫感染やマイクロ飛沫感染での感染リスクが
　 高まる。
● マスクなしでの感染例としては、昼カラオケ
　 などでの事例が確認されている。
● 車やバスで移動する際の車中でも注意が必要。

場面⑤ 居場所の切り替わり
● 仕事での休憩時間に入った時など、居場所が
　 切り替わると、気の緩みや環境の変化により、
　 感染リスクが高まることがある。
● 休憩室、喫煙所、更衣室での感染が疑われる
　 事例が確認されている。

場面④ 狭い空間での共同生活
● 狭い空間での共同生活は、長時間にわたり閉
　 鎖空間が共有されるため、感染リスクが高ま
　 る。
● 寮の部屋やトイレなどの共用部分での感染が
　 疑われる事例が報告されている。

換気をよくして
三密を避けよう！

いつでもマスク
手洗い

消毒忘れずに！

※新型コロナウイルス感染症対策推進室（内閣官房）HP より
　「５つの場面」紹介イラスト集を使用しております。



調 査 期 日　令和２年 10月 27 日　　　
調 査 場 所　うきはレインボーファーム、小塩の真美野・道迫ほ場、うきは市役所３０１会議室
調査の要旨　うきはレインボーファームは、新規就農者の育成及び中山間地域の農業振興・荒廃
地対策を目的として、平成 27年度に設立された農業生産法人です。令和２年５月に全員協議会で
その取り組みについて報告を受け、総務産業常任委員会として現地調査を含めた詳細調査を行い
ました。併せて、今年４月に設立されたアグリコネクト協議会についても調査を行いました。
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　令和 3年 2月 1日発行

委員会レポート

  

◆
う
き
は
レ
イ
ン
ボ
ー

  

　
フ
ァ
ー
ム

【
新
規
就
農
者
の
育
成
】

　

今
年
度
は
ト
マ
ト
研
修
生

１
名
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

２
名
に
対
し
、
独
立
就
農
に

向
け
栽
培
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
就
農
セ
ミ
ナ

ー
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、

新
規
就
農
希
望
者
の
掘
り
起

こ
し
、
う
き
は
の
Ｐ
Ｒ
や
就

農
相
談
等
を
実
施
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

【
経
営
状
況
】

　

ト
マ
ト
の
生
産
・
販
売
面

で
は
、
初
年
度
（
平
成
27
年

度
）
キ
ロ
単
価
４
２
３
円
が

令
和
元
年
度
３
２
８
円
ま
で

価
格
帯
が
下
が
っ
た
こ
と
が
、

赤
字
経
営
と
な
っ
た
大
き
な

手
の
支
援
、
新
た
な
担
い
手
・

労
働
力
の
確
保
を
事
業
と
し
、

今
年
度
は
、
久
留
米
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
と
う
き
は
レ
イ

ン
ボ
ー
フ
ァ
ー
ム
を
中
心
に
、

柿
・
ブ
ド
ウ
の
果
樹
農
家
に

対
し
て
意
向
調
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
農

地
情
報
を
把
握
し
、
就
農
者

誘
致
の
際
に
流
動
化
し
て
い

く
仕
組
み
づ
く
り
を
今
年
度

取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
。

【
所
見
】

　

う
き
は
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ァ

ー
ム
は
、
主
要
作
物
で
あ
る

ト
マ
ト
の
価
格
低
迷
に
よ
り
、

３
年
連
続
の
赤
字
経
営
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
組
織
改
革
と

収
穫
量
の
多
い
品
種
に
変
更

す
る
等
、
黒
字
に
な
る
よ
う

努
力
す
る
取
り
組
み
に
期
待

す
る
も
の
で
す
。　

　

ま
た
、
３
、
４
年
後
に
は
、

真
美
野
１
０
０
０
万
円
、
道

迫
６
０
０
万
円
の
粗
収
入
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
目
標
達

成
に
は
か
な
り
の
努
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
11
月
に
総
務
産
業
常
任

委
員
会
で
視
察
研
修
を
実
施

し
た
「
有
限
会
社
信
州
う
え

だ
フ
ァ
ー
ム
」
の
考
え
方
を

モ
デ
ル
に
取
り
組
み
を
行
う

と
の
こ
と
で
、
今
後
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
取
り
組
み

は
、
今
あ
る
農
地
が
耕
作
放

棄
地
に
な
ら
な
い
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
現
状
の
３
７
０

ha
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

も
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
、

対
策
を
十
分
講
じ
る
よ
う
求

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

要
因
で
あ
り
、
今
後
は
作
業

内
容
を
見
直
し
効
率
化
を
進

め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

【
中
山
間
地
の
農
業
振
興
・

  

荒
廃
地
対
策
】

　

真
美
野
ほ
場
に
お
い
て
は
、

早
期
果
樹
成
園
化
に
向
け
管

理
さ
れ
て
お
り
、
農
業
福
祉

連
携
事
業
と
し
て
、
市
内
Ａ

型
事
業
所
と
連
携
し
高
菜
作

り
の
栽
培
支
援
や
適
地
作
物

の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策

（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
・
目

隠
し
シ
ー
ト
）
が
設
置
さ
れ
、

被
害
は
出
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

道
迫
ほ
場
は
、
柿
の
適
期

作
業
励
行
に
努
め
収
量
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
近
隣
耕

作
者
と
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て
連
携
が
図
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

うきはレインボーファーム及びアグリコネクト協議会に関する調査うきはレインボーファーム及びアグリコネクト協議会に関する調査 総
務
産
業
常
任
委
員
会

面積(a)　　品　　目
28トマトハウス
16リースハウス
70柿（富有・太秋・秋王）

ぶどう(巨峰・シャインマスカット)
30温州みかん
16キウイフルーツ
30野菜
20クルミ・アーモンド
150柿（西村・早生富有）道迫

ＣＦハウス桃太郎

真美野

場　所

43

　

園
地
の
流
動
化
、
新
規
就

農
者
の
確
保
及
び
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
等
に
つ
い
て
、

生
産
者
、農
業
委
員
会
、行
政
、

Ｊ
Ａ
に
じ
、
久
留
米
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

  

◆
ア
グ
リ
コ
ネ
ク
ト
協
議
会

　
Ｊ
Ａ
に
じ
管
内
の
農
業
振

興
と
産
地
の
維
持
及
び
地
域

産
業
の
担
い
手
育
成
を
目
的

と
し
て
、
令
和
２
年
４
月
に

設
立
さ
れ
、
う
き
は
市
、 

Ｊ

Ａ
に
じ
、
う
き
は
レ
イ
ン
ボ

ー
フ
ァ
ー
ム
、
久
留
米
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
で
構
成
す
る

協
議
会
で
す
。

　

果
樹
園
地
流
動
化
、
担
い

うきはレインボーファーム トマトハウス

小塩の真美野ほ場

うきはレインボーファーム耕作状況
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屋形古墳群に関する調査屋形古墳群に関する調査

【
調
査
結
果
】

　

屋
形
古
墳
群
は
珍
敷
塚
・

原
・
鳥
船
塚
・
古
畑
古
墳
の

４
基
の
装
飾
系
古
墳
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
６

世
紀
後
半
頃
の
築
造
と
時
期

が
正
確
に
判
明
し
地
域
的
な

装
飾
の
流
行
や
時
期
差
を
考

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
全
国

で
も
唯
一
の
古
墳
群
と
な
っ

て
い
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　

し
か
し
、
珍
敷
塚
古
墳
の

覆
屋
は
老
朽
化
が
進
み
、原
・

鳥
船
塚
古
墳
の
２
基
に
つ
い

て
は
装
飾
の
退
色
が
激
し
く
、

適
切
な
保
存
施
設
が
無
く
装

飾
石
材
が
露
出
し
た
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
公
開
・
活
用

を
進
め
る
た
め
劣
化
が
進
ま

な
い
保
存
環
境
の
整
備
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　

地
方
創
生
事
業
に
よ
る
史

跡
指
定
地
外
の
整
備
は
令
和

２
年
度
で
終
了
し
、
令
和
３

年
度
以
降
は
文
化
庁
補
助
金

（
補
助
率
50
％
）を
受
け
史
跡

指
定
地
内
の
老
朽
化
し
た
覆

屋
や
遊
歩
道
等
の
整
備
を
計

【
調
査
結
果
】

　

市
内
に
居
住
す
る
妊
産
婦

並
び
に
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し

て
母
子
保
健
事
業
や
子
育
て

支
援
事
業
を
通
し
て
専
門
職

に
よ
る
情
報
収
集
を
行
い
、

実
情
を
把
握
し
て
様
々
な
相

談
に
応
じ
な
が
ら
、
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
う
き
く
る
」
開
設
以
後
、

個
別
相
談
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、
支
援
す
る
問
題
点
を

把
握
し
て
明
確
な
情
報
提
供

を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、「
う
き
く
る
」
へ
の
相

談
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

【
所
管
課
へ
の
主
な
質
疑
】

Ｑ　
支
援
を
拡
充
す
る
た
め

の
体
制
強
化
は
。

Ａ　
相
談
を
受
け
て
つ
な
ぐ

支
援
先
が
な
い
こ
と
が
、
う

き
は
市
も
近
隣
市
町
村
も
困

っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

の
力
が
必
要
で
あ
る
。

【
所
見
】

　

子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、

様
々
な
問
題
が
あ
り
短
期
間

に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
の

支
援
が
必
要
で
す
。
ゆ
え
に
、

し
っ
か
り
と
し
た
組
織
体
制
、

人
員
確
保
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
が
な
い
こ
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
に
は
、
市
の
職
員

体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

に
つ
い
て
も
専
門
的
な
知
識

や
経
験
が
必
要
な
た
め
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
有
償
化
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
視

野
に
入
れ
て
、
育
成
施
策
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

調 査 期 日　令和２年 10月 22 日
調 査 場 所　屋形古墳群
調査の要旨　屋形古墳群の整備は、うきは市にある３つの古墳群の先駆けとなる整備事業であり
平成 27 年 3 月に「屋形古墳群整備基本計画」が示され保存と活用について検討・整備が進ん
でいます。現地視察後、現状と課題、今後の取り組みについて調査を行いました。

子育て世代包括支援センター「うきくる」に関する調査子育て世代包括支援センター「うきくる」に関する調査
調 査 期 日　令和 2年 11 月 17 日
調 査 場 所　うきは市役所３０２会議室
調査の要旨　平成 29年４月から子育て世代包括支援センターを市町村に設置することが努力義務と
され、それを受けて令和元年 10月うきは市に設置・開設された「うきくる」の現状と課題、今後の
取り組みについて所管より説明を受け、その後質疑を行いました。

画
し
て
い
ま
す
。

【
所
管
課
へ
の
主
な
質
疑
】

Ｑ　
保
存
し
て
い
く
た
め
に

は
公
開
・
活
用
に
一
定
の
制

限
が
か
か
る
。
ど
の
よ
う
な

方
法
で
活
用
し
て
い
く
の
か
。

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

Ａ　
あ
る
一
定
の
ビ
ジ
ョ
ン

は
必
要
で
あ
る
が
、
ま
だ
出

来
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

少
し
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
。

【
所
見
】

　

活
用
に
つ
い
て
は
保
存
に

問
題
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

仮
に
観
光
資
源
と
し
て
活
用

で
き
な
く
て
も
未
来
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
こ
の

貴
重
な
文
化
財
を
守
っ
て
行

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

原古墳
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倉
富 

良
太
郎
さ
ん

表
紙
の
紹
介

表
紙
の
紹
介

傍聴しませんか
3月議会定例会は
3月5日（金曜日）
開催予定です。

◆一般質問は
3月8日（月）・9日（火）
の２日間行われる予定
です。

◆インターネット
のライブ配信と録
画配信もおこなっ
ています。

　高校生と中学生、
二人の男の子をもつ
お母さん。まだまだ
子育て奮闘中です。

出利葉 広美さん
（吉井町若宮）

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字

は
「
密
」、
新
語
・
流
行
語

大
賞
は
「
３
密
」
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
で「
３
密（
密

閉
、
密
集
、
密
接
）」の
回
避

が
提
唱
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
、
ひ
そ
か
に
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
忍
び
込
み
、
若
者

な
ど
無
症
状
者
を
介
し
て
人

知
れ
ず
増
え
、
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
人
に
襲
い
か

か
っ
て
き
ま
す
。

　
「
手
洗
い
・
換
気
・
マ
ス
ク

着
用
」、「
不
要
不
急
の
外
出

自
粛
」
が
日
常
と
な
り
、
在

宅
で
勤
務
し
、
会
議
や
飲
み

会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ

る
と
い
っ
た
生
活
様
式
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
て
も
、
昨
年

末
か
ら
の
「
第
３
波
」
の
勢

い
は
衰
え
て
い
ま
せ
ん
。国
・

県
と
連
携
し
て
行
わ
れ
て
い

る
う
き
は
市
独
自
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
が
、
節
分
を
機
に
、
距
離

を
気
に
せ
ず
人
と
触
れ
合
え

る
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

願
う
ば
か
り
で
す
。「
鬼（
新

型
コ
ロ
ナ
）は
外
、福
は
内
」

　
　
　
　
　
　
（
組
坂 

公
明
）

　
生
れ
も
育
ち
も
う
き
は
市
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
ゆ

り
か
ご
代
わ
り
に
、
幼
い
頃
か
ら
親
父
の
背
中
に
憧

れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
農
業
大
学
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
を
卒
業
後
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
地
元

に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
、

五
庄
屋
の
偉
業
に
感
謝
し
、
安
心
・
安
全
な
お
い
し

い
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
思
い
、
土
づ
く
り
を

大
切
に
、
水
稲
・
小
麦
・
露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

（
今
後
の
目
標
は
）

　「
う
き
は
市
の
地
形
や
清
ら
か
な
水
、豊
か
な
土
は
、

農
業
を
す
る
に
は
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

や
る
気
に
満
ち
た
若
手
の
農
家
が
多
く
い
ま
す
。
私

た
ち
に
任
せ
て
も
ら
え
ば
、
う
き
は
市
の
農
業
を
ま

す
ま
す
発
展
さ
せ
ま
す
。
跡
継
ぎ
が
決
ま
ら
な
い
田

ん
ぼ
が
あ
れ
ば
、
私
が
耕
し
ま
す
。」
と
力
強
く
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ 

：
う
き
は
市
の
印
象
は

Ａ 

：  

自
然
豊
か
で
人
情
味
あ
ふ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
と
て
も
好

き
で
す
。
お
祭
り
ご
と
や
伝
統
行
事
な
ど
を
次
世
代
の
人
に
継

承
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
な
る
う
き
は
市
の
向
上
・
活
性
化
に
繋

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ 

：
う
き
は
市
の
子
育
て
施
策
に
つ
い
て

Ａ 

：  

未
就
学
児
・
就
学
児
・
中
学
生
、
各
世
代
に
お
い
て
悩
み

事
も
変
化
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
悩
み
事
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
、
ま
た
は
共
有
で
き
る
場
が
あ
っ
て
く
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
集
え
る
公

園
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
保
護
者
の
収
入
面
で
不
安
が
あ
る
な
か

給
食
費
の
一
定
期
間
免
除
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
今
後
の

永
続
的
な
免
除
に
繋
が
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
の
中
学
生
医
療
費
の
負
担
軽
減
も
あ
り
が
た
い

で
す
。

Ｑ 

：
う
き
は
市
議
会
、
ま
た
は
議
員
に
対
す
る
要
望
は

Ａ 

：  

市
民
の
声
に
対
し
て
気
軽
に
耳
を
傾
け
受
け
入
れ
、
精
査

し
て
く
れ
る
身
近
な
議
員
さ
ん
で
あ
っ
て
ほ
し
い
し
、
そ
の
声

を
活
か
し
て
う
き
は
市
の
向
上
に
繋
げ
て
い
っ
て
く
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
が
「
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
な

れ
る
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に
市

議
会
だ
よ
り
作
成
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
佐
藤
茂
和
委
員

が
令
和
２
年
11
月
15
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。　
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